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１．概要（Summary） 

自動車に用いられるすべり軸受けには潤滑油が存在し

油膜を形成するため、軸との直接接触を防いでいる。しか

しエンジンの起動停止時などには低速度下になるため油

膜が十分に形成されない。そこで低摩擦性・耐焼き付き

性を有する Diamond Like Carbon(DLC)を成膜するこ

とで、直接接触下での摩擦摩耗が低減できると考えられる

[1] 。そのために摩擦試験を行い，試料表面を観察する

ことで摩擦摩耗特性を解明する必要がある。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高精度電子線描画装置一式 
【実験方法】 
 DLC 膜が成膜されたボール及びローラを用いて摩擦試

験を行い、高精度電子線描画装置及びを用いてその摩

擦表面を観察した。また，ビッカース痕を観察することで

材料の破壊靭性値を測定した． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

CNx，ta-C(Fig.1)及び Si ウェハ(Fig.2)に対してビッカ

ース押し込み試験を行い，ビッカース痕の測定を

FE-SEM を用いて行った．その結果，CNx の破壊靭性

値は ta-C と比較して大きな値であることが明らかとなった．

ta-C 及び CNx の摩擦痕を FE-SEM を用いて観察した

結果，CNx の摩耗痕は非常になめらかであり，それにより

油中における摩耗量が非常に小さいことが示唆された．ま

た，大気中における摩耗痕を観察したところ，CNx の摩

耗量は ta-C よりも大きいことが明らかになったが，一方で

その表面はなめらかであることが明らかとなった．従って，

CNx の油中での耐摩耗性は表面形状の変化による潤滑

状態の違いに由来するものであると示唆された． 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 1 FESEM image indentation mark on CNx 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2 FESEM image of indentation mark on Si 
wear 
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